
                              

                              

                

 

             

戦
後
、
学
校
体
育
の
場
で
は
軍
事
的
要

素
が
取
り
払
わ
れ
、
各
指
導
者
の
も
と

様
々
な
形
態
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
神
戸
市
教
育
委
員
会
は
、
児

童
・
生
徒
が
共
通
し
て
取
り
組
め
る
よ
う

「
神
戸
市
学
校
体
操
」(

通
称:

神
戸
体
操)

の
作
成
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
身
体
能
力
を
測
定
し
た
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
東
京
教
育
大
学(

現
・
筑
波
大
学)

教
授
の
本
間
茂
雄
氏
が
振
付
を
担
当
し
、

昭
和
二
十
六
年
、
学
年
や
性
別
ご
と
に
計

七
種
類
が
完
成
し
ま
し
た
。
同
年
八
月
発

行
の
『
教
育
時
報
』
に
よ
る
と
、
五
月
七

日
に
小
学
校
と
幼
稚
園
の
教
員
、
八
日
・

九
日
に
市
民
を
対
象
と
し
た
講
習
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
年
に

は
、
健
康
の
大
切
さ
を
掲
げ
て
い
た
原
口

忠
次
郎
市
長
を
中
心
に
内
容
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す
。
伴
奏
曲
の
レ
コ
ー
ド
が
市

内
の
学
校
に
配
布
さ
れ
、
授
業
や
運
動
会

な
ど
で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
次

第
に
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
に
合
っ
た
準
備
体

操
を
取
り
入
れ
る
考
え
方
へ
と
変
化
し
て

き
た
た
め
、
昭
和
五
十
年
頃
を
ピ
ー
ク
に

実
施
す
る
学
校
は
減
少
し
て
い
ま
す
。 

実
際
に
神
戸
体
操
の
経
験
が
あ
る
当
館

職
員
に
よ
る
と
、
楽
し
そ
う
な
イ
ラ
ス
ト

に
反
し
て
意
外
に
も
体
力
を
使
う
そ
う
で
、

そ
の
運
動
量
は
ラ
ジ
オ
体
操
の
約
三
倍
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ＫＯＢＥの本棚 
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神
戸
体
操 

体操の動きをユニークなイラスト付きで解説する。神戸体操

(神戸市学校体操)の他に、神戸市民体操や原口市長考案の  

健康体操も掲載されている。 

『体操でみんな明るく』(神戸市教育委員会,1967) 

参
考:

『
神
戸
市
教
育
史 

第
二
集
』
ほ
か 



―― 新しく入った本 ―― 
み
ち
く
さ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
―
ぶ
ら
り
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

潮
﨑
孝
代 

シ
ー
ズ
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
編 

神
戸
市
消
防
局
の
情
報
誌
『
雪
』 

で
二
〇
〇
九
年
に
始
ま
り
、
十
三
年 

続
い
た
同
名
連
載
を
書
籍
化
し
た
も 

の
。
「
神
戸
の
風
景
画
を
描
き
た
い
ん

だ
け
ど
絵
に
な
る
三
叉
路
は
な
い
で
す

か
？
」
「
孫
文
の
胸
像
は
ど
こ
に
あ
り

ま
す
か
？
」
著
者
は
神
戸
市
総
合
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す

る
中
で
、
市
民
や
観
光
客
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
様
々
な
質
問
に
答
え
て
き
た
。
本

書
に
は
そ
ん
な
著
者
な
ら
で
は
の
視
点

で
捉
え
た
神
戸
の
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
る
。
身
近
な
何
気
な
い
場
所

の
歴
史
や
物
語
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

町
を
歩
く
の
が
楽
し
く
な
る
。 

            

青
い
り
ん
ご
の
物
語
―
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー

ル
ド
の
サ
ラ
ダ
革
命 

小
川
孔
輔
（
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
） 

百
貨
店
な
ど
で
惣
菜
店
を
展
開
す
る

ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
。
創
業
者
の
岩

田
弘
三
は
元
町
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営

し
、
そ
の
人
脈
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視

察
、
持
ち
帰
り
総
菜
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン

事
業
を
始
め
る
。
事
業
は
サ
ラ
ダ
中
心

の
メ
ニ
ュ
ー
に
舵
を
切
り
、
他
の
惣
菜

店
と
差
別
化
を
図
り
有
名
に
な
っ
た
。 

書
名
の
青
い
り
ん
ご
は
本
社
に
置
か

れ
て
い
る
安
藤
忠
雄
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
由

来
し
「
常
に
未
熟
で
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

ド
キ
ド
キ
『
播
磨
国
風
土
記
』 

井
上
ミ

ノ
ル 

の
じ
ぎ
く
文
庫
編
（
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

『
播
磨
国
風
土
記
』
は
霊
亀
元
年(

七

一
五)

頃
に
書
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
地 

誌
で
あ
る
。
本
書
は
『
日
本
書
紀
』
や

『
古
事
記
』
に
も
触
れ
な
が
ら
、
風
土

記
に
登
場
す
る
人
物
や
地
名
の
由
来
な

ど
を
イ
ラ
ス
ト
と
共
に
お
も
し
ろ
く
解

説
し
て
い
る
。
五
色
塚
古
墳
や
生
石
神

社
、
ジ
ビ
エ
、
古
代
米
な
ど
、
風
土
記

ゆ
か
り
の
史
跡
や
グ
ル
メ
も
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
現
代
に
残
る
古
代
播
磨
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

孤
高
の
登
山
家
加
藤
文
太
郎 

中
澤
大
作 

新
温
泉
町
教
育
委
員
会
編
（
新
温
泉
町
偉

人
マ
ン
ガ
編
集
委
員
会
） 

加
藤
文
太
郎
は
パ
ー
テ
ィ
を
組
ま
な

い
単
独
で
の
登
山
や
六
甲
山
全
山
縦 

走
で
知
ら
れ
る
登
山
家
で
、
浜
坂
町

（
現
・
新
温
泉
町
）
出
身
で
あ
る
。
小

説
の
モ
デ
ル
に
も
な
り
、
著
書
『
単
独

行
』
を
残
し
て
い
る
。
尋
常
高
等
学
校

を
卒
業
後
、
現
在
の
三
菱
重
工
業
神
戸

造
船
所
に
入
社
。
会
社
勤
め
を
し
な
が

ら
本
格
登
山
に
挑
戦
し
続
け
た
。
生
い

立
ち
か
ら
悲
劇
に
終
わ
る
最
期
の
登
山

ま
で
、
同
郷
の
著
者
が
あ
た
た
か
な

タ
ッ
チ
で
情
感
豊
か
に
描
く
。 

 

災
害
と
ト
イ
レ
―
緊
急
事
態
に
備
え
た
対

応 

日
本
ト
イ
レ
協
会
編
（
柏
書
房
） 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
顕
在
化
し
た

災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
。
本
書
は
、
以

降
の
災
害
で
被
災
地
が
置
か
れ
た
状
況

と
対
応
を
ま
と
め
た
。
ま
た
、
被
災
地

の
要
請
を
待
た
ず
に
国
が
仮
設
ト
イ
レ

や
物
資
を
送
る
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
や
多

様
性
へ
の
配
慮
な
ど
、
経
験
を
活
か
し

た
国
・
自
治
体
の
防
災
計
画
、
地
域
で

取
り
組
む
べ
き
災
害
用
ト
イ
レ
の
準
備
、

家
庭
で
の
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
か
ら
処

理
方
法
な
ど
、
公
助
・
共
助
・
自
助
の

立
場
か
ら
事
前
の
備
え
を
紹
介
す
る
。 

海
を
越
え
た
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ー 

緑
茶

の
日
米
交
易
史
と
茶
商
人
た
ち 

ロ
バ
ー

ト
・
ヘ
リ
ヤ
ー 

村
山
美
雪
訳
（
原
書

房
） 

 
 

明
治
初
期
、
緑
茶
は
日
本
の
主
要
な

輸
出
品
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
緑

茶
が
国
民
的
飲
み
物
と
し
て
、
ミ
ル
ク

や
砂
糖
を
入
れ
て
日
常
的
に
楽
し
ま
れ

て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
茶
の
嗜
好
が

緑
茶
か
ら
紅
茶
へ
と
変
化
し
、
日
本
国

内
で
は
緑
茶
が
盛
ん
に
飲
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

 
 

明
治
時
代
、
神
戸
に
茶
の
焙
煎
工
場

を
構
え
活
躍
し
た
茶
貿
易
商
「
ヘ
リ
ヤ

商
会
」
。
そ
の
末
裔
で
あ
る
著
者
が
、

日
米
の
茶
の
文
化
の
始
ま
り
か
ら
、
茶

貿
易
と
産
地
の
発
展
ま
で
奥
深
い
茶
の

歴
史
を
ひ
も
と
く
。 

            

れ
い
き 

お
う
し
こ 



―― 新しく入った本 ―― 
伝
説
・
物
語
の
神
戸
を
歩
く 

神
戸
女
子

大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
街
と
言
わ
れ
る
神
戸

だ
が
、
実
は
数
多
く
の
伝
説
や
物
語
が

残
る
古
典
の
街
と
い
う
一
面
も
あ
る
。 

悲
恋
物
語
の
生
田
川
、
人
柱
の
哀
話

が
伝
わ
る
築
島
、
歌
や
地
誌
に
残
る
有

馬
、
伊
勢
物
語
に
描
か
れ
た
布
引
、
釈

迦
の
母
摩
耶
夫
人
を
由
来
に
持
つ
摩
耶

山
。
歌
枕
で
知
ら
れ
る
須
磨
は
在
原
行

平
の
伝
説
や
光
源
氏
の
物
語
の
舞
台
で

も
あ
り
、
村
上
帝
社
に
は
琵
琶
の
伝
承

が
残
っ
て
い
る
。
源
平
合
戦
の
古
戦
場

で
平
家
一
門
の
逸
話
も
数
多
い
。 

本
書
は
物
語
の
背
景
に
あ
る
伝
承
や

史
実
を
、
能
や
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
な
ど

芸
能
も
交
え
て
紹
介
す
る
。 

            

人
生
、
山
あ
り
谷
あ
り
家
族
あ
り 

岸
田

ひ
ろ
実
（
新
潮
社
） 

障
害
の
あ
る
長
男
の
誕
生
、
突
然
の

夫
の
死
、
大
動
脈
解
離
の
た
め
歩
け
な

く
な
っ
た
自
分
。
作
者
は
「
死
ん
だ
方

が
ま
し
」
と
絶
望
す
る
が
、
セ
ラ
ピ
ス

ト
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
見
つ
け
る
。

夢
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い

く
中
で
「
３
つ
の
出
来
事
は
、
決
し
て

悪
い
事
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の
気

づ
き
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
辛
い
出

来
事
は
私
に
と
っ
て
の
転
機
だ
っ
た
の

で
す
。
」
と
思
え
る
よ
う
に
変
化
し
た
。 

作
者
を
支
え
て
い
る
の
は
、
す
ぐ
行
動

に
移
せ
る
パ
ワ
フ
ル
な
長
女
、
い
つ
も

家
族
を
笑
顔
に
す
る
長
男
、
そ
し
て
、

今
も
家
族
の
心
の
中
に
生
き
続
け
る
夫

だ
。
岸
田
家
四
人
は
今
日
も
ご
機
嫌
。 

 

 

自
治
体
政
策
マ
ン
苦
闘
の
軌
跡
―
神
戸
都

市
経
営
の
思
想
と
戦
略 

高
寄
昇
三
（
公

人
の
友
社
） 

一
九
二
〇
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
集
―
稲
垣

足
穂
と
竹
中
郁
そ
の
周
辺 

受
川
三
九
郎

ほ
か
著 

季
村
敏
夫
・
高
木
彬
編
（
思
潮

社
） 

神
戸
住
𠮷
の
豪
商
𠮷
田
家 

本
篇
・
論
文

篇 

内
田
雅
夫
編
（
住
吉
学
園
・
住
吉
歴

史
資
料
館 

み
る
め
書
房
） 

                              

 

足立 巻一 あだち・けんいち 

大正 2年(1913年) ～ 昭和 60年(1985年) 

神戸  その25  
あんな人こんな人 

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

足立巻一は、幼くして父母と別れ、漢学者の祖父と長崎で過ごしました。 祖父の死後、神戸

で薬局を営んでいた伯父にひきとられ、少年時代は生田神社周辺を庭のように走り回って育ちま

す。 やがて、関西学院中学部に進学して国語教師・池部宗七と出会い、父のように慕って文学

に傾倒していきました。神宮皇学館卒業後は神戸に戻って教諭となり、二度応召して入隊してい

ます。戦後は新大阪新聞社で学芸部長・社会部長などを歴任しましたが、  昭和31年43歳で退社

してフリーになり、ラジオ・テレビ番組の原稿や、旅雑誌に寄稿したエッセイ、詩集、綿密な取

材に基づく文芸研究書、伝記的要素の強い小説などを上梓し、多くの読者を得ました。「経験し

たことを掘り下げて書く。 それしか、わたしにはできないし、それがまた実におもしろいんです 

なぁ。ある日突然貴重な資料に出会ったりするもんだから、こたえられんで

すなぁ」と、インタビューで語っています。 晩年になっても取材対象を

追って各地へ出かけ自分の目で確かめる姿勢は、終生変わりませんでした。

また、昭和23年創刊の児童詩誌『きりん』の編集に、詩人・竹中郁らと携

わったことでも知られていますが、竹中の死後、彼の本を出版するなど、師

友を非常に大切にし、縁のつながった人々の図書の発行に力を惜しみません

でした。昭和50年、学者・本居春庭の生涯を追った『やちまた』で芸術選奨

文部大臣賞を受賞しました。 

*１ 

 

*２ 

 

*３ 

参考：足立巻一 *1『虹滅記』、*2『親友記』、*3『夕刊流星号』、*4『神戸の100人』(神戸新報社)、 

東秀三『足立巻一』(編集工房ノア)  写真：『人の世やちまた』(編集工房ノア) 
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
102 

 

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の 

 
 

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

 

 

令
和
二
年
六
月
、
日
本
中
が
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
模
索
す
る
中
、
国
立

研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
（
理
研
）

が
発
表
し
た
飛
沫
感
染
リ
ス
ク
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し

た
。
従
来
と
比
べ
遙
か
に
精
度
の
高
い
計

算
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」

を
使
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
富
岳
」

は
神
戸
新
交
通
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
線
で

三
宮
駅
か
ら
お
よ
そ
十
五
分
、
計
算
科
学

セ
ン
タ
ー
駅
の
南

西
に
位
置
す
る
理

化
学
研
究
所
計
算

科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

世
界
に
誇
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（
ス
パ
コ
ン
）
が
神
戸
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
神
戸
を
甦

ら
せ
よ
う
と
平
成
十
年
に
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
、
「
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
」

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
療
関
連
産
業

や
研
究
開
発
拠
点
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

に
集
積
さ
せ
、
神
戸
経
済
の
活
性
化
、
市

民
の
健
康
・
福
祉
の
向
上
、
国
際
社
会
へ

の
貢
献
を
目
的
と
す
る
構
想
で
す
。
そ
の

中
核
を
担
う
施
設
と
し
て
、
平
成
十
二
年

に
理
研
の
施
設
の
一
つ
が
神
戸
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。 

 

「
富
岳
」
の
先
代
に
あ
た
る
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
理
研
を
中
心
に
平
成
十
八
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
仙
台
市
・
埼

玉
県
和
光
市
・
大
阪
市
な
ど
十
五
の
候
補

地
の
中
か
ら
、
神
戸
が
立
地
場
所
に
選
ば

れ
た
の
で
し
た
。
立
地
条
件
を
調
べ
た
評

価
報
告
書
で
は
、
運
用
環
境
な
ど
の
評
価

点
が
一
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

当
時
新
設
予
定
だ
っ
た
大
学
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
相
乗
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
兵
庫
県
及
び
神
戸
市
と
理

研
の
こ
れ
ま
で
の
協
力
関
係
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

こ
う
し
て
神
戸
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
「
京
」
で
す
が
、
世
界
最
速
機
を

目
指
す
目
標
に
対
し
て
、
平
成
二
十
一
年
、

政
府
の
事
業
仕
分
け
で
「
二
位
じ
ゃ
だ
め

な
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
指
摘
を
さ
れ
事
業

凍
結
に
近
い
判
定
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
大
学
教
授
ら
に
よ
る
凍
結
反
対

の
緊
急
声
明
な
ど
に
よ
り
再
検
討
が
な
さ

れ
存
続
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
順
位
だ
け

に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
利
用
者
側
視
点

の
開
発
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
実
用
性

を
重
視
し
た
目
標
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

完
成
時
の
約
八
割
ま
で
設
置
が
終
わ
っ

た
平
成
二
十
三
年
六
月
、「
京
」
は
ス
パ

コ
ン
の
代
表
的
な
ラ
ン
キ
ン
グ
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ

５
０
０
」
で
世
界
一
位
を
達
成
し
ま
す
。

国
産
の
ス
パ
コ
ン
と
し
て
は
七
年
ぶ
り
の

快
挙
で
し
た
。 

  

「
京
」
の
後
継
機
は
、
平
成
二
十
六
年

に
開
発
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ス
パ
コ
ン

は
「
作
っ
て
な
ん
ぼ
、
使
っ
て
な
ん
ぼ
」

の
精
神
の
元
、
ラ
ン
キ
ン
グ
で
の
一
位
で

は
な
く
、
実
際
に
研
究
で
使
用
す
る
場
合

の
性
能
を
「
京
」
の
最
大
百
倍
に
す
る
こ

と
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

元
号
が
変
わ
っ
て
令
和
元
年
五
月
、
後

継
機
の
名
称
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
性
能

の
高
さ
と
ユ
ー
ザ
ー
の
拡
が
り
を
表
現
す

る
た
め
、
日
本
一
の
高
さ
と
広
い
裾
野
を

持
つ
富
士
山
の
異
名
で
あ
る
「
富
岳
」
と

い
う
名
称
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
葛
飾
北
斎

の
「
富
嶽
百
景
」
を
も
じ
り
、「
富
岳
百

『
京
』」
と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

  

令
和
元
年
八
月
末
、「
富
岳
」
設
置
の

た
め
「
京
」
の
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
年
十
二
月
に

設
置
が
始
ま
り
、
翌
年
の
五
月
に
は
搬
入

を
完
了
す
る
計
画
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
他
国
か
ら
部

品
や
材
料
が
届
か
な
い
と
い
う
問
題
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
製
造
・
組
立
の
順
序
を

変
え
る
な
ど
し
て
、
影
響
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
令
和
二
年
六
月
、「
富
岳
」
は

「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
５
０
０
」
を
含
め
た
ラ
ン
キ
ン

グ
で
四
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。
四
つ
の
ラ

ン
キ
ン
グ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
性
能
を
評

価
す
る
指
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。
研
究
に

使
用
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
最
高
の
性
能
を
発
揮
す
る

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
を
目
指
し
た
結
果
で

し
た
。 

 
 

「
富
岳
」
は
そ
の
計
算
能
力
を
活
用
し

て
、
精
度
の
高
い
天
気
予
報
や
、
災
害
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
難
病
の
薬
の
短
期

間
で
の
開
発
な
ど
に
よ
り
社
会
問
題
の
解

決
や
科
学
の
進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。 

「
京
」
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ

「
富
岳
」
が
、
成
長
し
続
け
る
医
療
産
業

都
市
神
戸
で
、
よ
り
良
い
未
来
へ
と
繋
が

る
道
を
拓
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

 

ふ
が
く 

け
い 

参
考
：
理
化
学
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

『
富
岳 

世
界
４
冠
ス
パ
コ
ン
が
日
本
を
救
う
』 

『
神
戸
医
療
産
業
都
市
の
戦
略
』 

ほ
か 


